
発行者： 高崎康行

発行日：２５年 １月 ８日

第９号

「あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願いします！」

子ども達も、私たちも、学校も事故無く冬休みが終わりました。日頃のご指導のお

陰と心より感謝しております。また、現職教育の「まとめ」を忙しい中進めていただきありがとうござ

いました。特に研修主任の福田先生には、冬休みも休み無く、毎日学校に来て仕上げていただき

ました。素晴らしいまとめができあがる事でしょう。

さて、冬休みは、いかがでしたか？ 私は、実家に帰

ることも、みんなで集まることも、出かけることもありま

せんでしたが、娘や息子とジョギングしたり、駅伝を見た

り充実した毎日でした。第３学期も子ども達のために、

力を合わせて仕事を楽しみましょう。

◇ ３学期は短い期間ですが、児童の指導に加えて教育課程の編成もあり、大変多忙な毎日とな

る事が予想されます。健康に気をつけて頑張りましょう。

１ 学習の面で十分な指導ができるように計画的に進めましょう。特に、羽鳥先生が加配された

効果を数値で結果に残せるようにしたいです。算数は学年の復習をスタートから考えてみては

どうでしょうか。

２ 運動面では、なわとび大会に向けての練習の啓蒙を図りましょう。なわとびカード等の効果

的な活用を！（前回の「つぶやき」の資料を参照してください。）

３ 忙しい時ほど、子どもは健康を害したり事故にあったりしがちです。目と心を離さず、自己

存在感の持てる暖かい学級経営を目指しましょう。

１２月の町学力向上推進会議では、来年度に向けての話や算数指導、国語指

導に関わる素晴らしい資料をいただきました。読みほどいて自分の指導に生か

してみてください。

１ 国語の授業改善資料について

藤田指導主事よりいただきました。現職教育の指導にもたくさんの素晴らしい資料を提供し

ていただいています。もう一度今までの資料も読み返したいですね。今回は、授業のアイディ

ア例や指導例があってわかりやすいです。是非実践に生かしたいものです。

２ 算数・数学資料について

内川小学校の大河原校長先生の資料です。今求められる指導のあり方について、分かりやす

くまとめてあります。さすがです。「学力テストの分析をしっかりと行い、こんな風に生かし

ていけば子ども達は力はつく。」のは間違いありません。特に、５年生の「比べ方を考えよう」

の例で、１年生から基礎が始まっていることが分かりやすくなっています。その学年でつける

べき学力の大切さを痛感します。

私たちも子ども達に負けないように、目標に向かって向上し夢を叶えましょ

う。 「夢は正夢」 by栗山英樹
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